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最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を 

 

　
国
お
よ
び
地
方
の
財
政
は
、
依
然
と
し
て

大
幅
な
財
源
不
足
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。
本

市
の
財
政
も
、
近
年
、
市
税
収
入
が
減
少
を

続
け
今
後
も
増
収
が
見
込
ま
れ
な
い
こ
と
に

加
え
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に
対
応
し
た
経
費

が
増
大
し
、
財
政
運
営
は
一
層
厳
し
さ
を
増

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
で
十
六
年
度
の
予
算
編
成

に
当
た
っ
て
は
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
は

も
と
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
り
真
に

必
要
な
も
の
を
精
査
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し

て
昨
年
に
引
き
続
き
「
安
全
」
「
安
心
」そ
し

て
「
元
気
」
な
ま
ち
づ
く
り
に
重
点
を
置
き

配
分
し
ま
し
た
。 

　
「
安
全
」
「
安
心
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
種
防
災
対
策
、
福
祉
や
医
療
、
教
育
な
ど

市
民
生
活
に
密
接
に
関
連
す
る
施
策
の
一
層

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
「
元
気
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
文
化
芸
術
活
動
や
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
、
地
域
経
済
活
性
化
施
策
、
市

民
と
協
働
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。 

　
限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り
効
率
的
に
活
用
し

な
が
ら
、
第
三
次
総
合
計
画
の
目
標
で
あ
る

「
心
豊
か
な
活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る
住
み

よ
い
ま
ち
・
可
児
」
の
実
現
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

効
率
的
な
財
政
運
営 

 

　
十
六
年
度
の
予
算
は
、
景
気
低
迷

の
長
期
化
と
国
が
推
進
す
る
「
三
位

一
体
の
改
革
」
の
影
響
を
受
け
厳
し

い
予
算
編
成
と
な
り
、
効
率
的
な
財

政
運
営
と
行
政
の
質
の
向
上
を
目
指

し
経
費
の
縮
減
に
努
め
ま
し
た
。 

　
一
般
会
計
は
、
前
年
度
比
七
・
二

％
増
と
な
る
二
百
四
十
六
億
一
千
万

円
と
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
減
税
補

て
ん
債
の
借
り
換
え
年
度
に
当
た
り
、

そ
の
影
響
分
十
九
億
二
千
百
二
十
万

円
を
除
く
と
、
実
質
は
前
年
度
比
一

・
一
％
減
と
な
る
二
百
二
十
六
億
八

千
八
百
八
十
万
円
と
な
り
ま
す
。
特

別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予

算
総
額
は
、
前
年
度
比
六
・
四
％
増

の
四
百
八
十
一
億
八
千
十
万
円
と
し

ま
し
た
。 

　
一
般
会
計
の
収
入
は
、
市
税
を
は

じ
め
と
す
る
自
主
財
源
を
百
五
十
五

億
一
千
五
十
万
八
千
円
計
上
し
ま
し

た
。
自
主
財
源
は
収
入
の
六
十
三
％

で
、
三
年
連
続
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
支
出
で
は
、
子
育
て
支
援
、
高
齢

化
に
対
応
す
る
施
策
の
推
進
な
ど
か

ら
民
生
費
が
構
成
比
で
最
も
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
土
木
費
で
は
、
道
路

改
良
や
道
路
維
持
な
ど
「
安
全
」
に

配
慮
し
た
予
算
配
分
と
し
ま
し
た
。

教
育
費
で
は
、
小
中
学
校
に
お
け
る

少
人
数
指
導
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠

陥
多
動
症
）
対
策
、
学
校
安
全
サ
ポ

ー
タ
ー
な
ど
教
育
環
境
の
整
備
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。 

●
問
合
先
　
総
務
課 

山田　豊 市長 

市 税 収 入  支 　 　 出  

固定資産税 ６２,６８１円 民 生 費  ５１,２３７円 

市 民 税  ４７,６５５円 土 木 費  ３８,０９０円 

都市計画税 １２,３０９円 教 育 費  ３７,６７１円 

市たばこ税 ５,２９３円 衛 生 費  ２７,１９５円 

そ の 他  

１,３５１円 
そ の 他  

９６,７８１円 

合計１２９,２８９円 合計２５０,９７４円 

特別会計と企業会計予算額 
区　　　分 

特 
　 
別 
　 
会 

計 

国 民 健 康 保 険 事 業  

老 人 保 健  

公 共 下 水 道 事 業  

介 護 保 険  

可児駅東土地区画整理事業 

特定環境保全公共下水道事業 

農 業 集 落 排 水 事 業  

自 家 用 工 業 用 水 道 事 業  

五 財 産 区  

簡 易 水 道 事 業  

飲 料 水 供 給 事 業  

水 道 事 業  

合 計  

３４億３,８００万円 

２３５億７,０１０万円 

６１億９,１００万円 

５３億   ４００万円 

４１億６,４００万円 

２９億１,０００万円 

９億４,４００万円 

２億３,９００万円 

１億８,９００万円 

１億５,０００万円 

２,２７０万円 

１,１７０万円 

６７０万円 

当初予算額 

３月１日現在の人口（９８,０５８人）で計算 

市民１人当たりの 

一般会計予算 ２４６億１,０００万円 

収入  支出  

平成 
1６年度 

平成１６年度 平成１６年度 
「
安
全
」「
安
心
」
そ
し
て
「
元
気
」
な
ま
ち
づ
く
り 市税（５１.５％） 

１２６億７,７７９万円 

民生費（２０.４％） 
５０億２,４２３万円 

公債費（１１.０％） 
２６億９,９７９万円 

土木費（１５.２％） 
３７億３.５０２万円 

教育費（１５.０％） 
３６億９,３９５万円 

衛生費（１０.８％） 
２６億６,６６６万円 

総務費（１０.１％） 
２４億９,６２３万円 

その他（２.８％）６億８,８３１万円 

消防費（３.７％）９億５９万円 

公債費（借換分） 
（７.８％） 

１９億２,１２０万円 

繰入金（３.６％）８億９,７００万円 

その他（８.５％） 
２０億９,０００万円 

諸収入（２.８％）６億８,９１８万円 

繰越金（２.０％）５億円 
その他（３.１％）７億４,６５４万円 

※１万円未満は四捨五入。 

県支出金（３.６％） 
８億９,３４５万円 

地方交付税（４.５％） 
１１億円 

市債（６.５％）１６億円 

国庫支出金（６.１％） 
１４億９,４８４万円 

市債（借換分） 
（７.８％）１９億２,１２０万円 

自主財源（６
３.０

％
）

１５５億１,０５
１万
円

依
存
財
源（
３７
.０

％
）

９０
億
９
,９４
９

万
円

農林水産業費（３.２％）７億８,４０２万円 
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市
民
運
動
公
園
整
備
事
業 

 

３，
４
６
０
万
円 

　
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

が
年
々
高
ま
り
、
ま
た
多
様
化
す
る

中
で
、
可
児
市
総
合
運
動
場
周
辺
を

運
動
公
園
と
位
置
付
け
、
専
用
野
球

場
や
テ
ニ
ス
場
な
ど
を
整
備
し
、
既

存
施
設
と
の
一
体
利
用
を
図
り
、
質

の
高
い
ス
ポ
ー
ツ
広
域
交
流
環
境
の

整
備
を
行
い
ま
す
。 

　
運
動
公
園
全
体
の
面
積
は
１１
・
９

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
ナ
イ
タ
ー
施
設
を

持
つ
野
球
場
１
面
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

８
面
、
そ
の
ほ
か
管
理
棟
、
広
場
、

ト
イ
レ
、
約
２
１
０
台
の
駐
車
場
な

ど
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。 

　
今
年
度
は
、
整
備
施
設
の
実
施
設

計
を
行
い
ま
す
。 

防
災
ガ
イ
ド
・
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
事
業 

 

２
０
７
万
円 

　
東
海
・
東
南
海
地
震
の
切
迫
性
が

指
摘
さ
れ
る
折
、
市
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
各
戸
配

布
を
行
い
ま
す
。
東
海
地
震
の
周
知

方
法
の
変
更
点
な
ど
も
掲
載
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
大
地
震
な
ど
が
発
生
し
速

や
か
に
避
難
場
所
を
開
設
す
る
場
合
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
取
り
組

み
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

自
治
会
・
自
主
防
災
組
織
な
ど
が
、

避
難
所
で
の
活
動
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

こ
と
の
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

し
、
各
自
治
会
な
ど
へ
配
布
し
ま
す
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
運

営
事
業
（
１
台
増
車
） 

 

８，
４
０
１
万
円 

　
平
成
１２
年
度
か
ら
運
行
を
開
始
し

た
「
さ
つ
き
バ
ス
」
は
、
１５
年
度
に

お
い
て
は
、
１
日
の
平
均
利
用
者
が

約
３
３
０
人
と
な
り
、
利
用
者
は
着

実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
に
は
、
利
用
状
況
調
査
や
利

用
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
基
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

検
討
懇
話
会
に
よ
る
意
見
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
今
年
度
、
そ
れ
ら
の
意
見

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
往
復
運
行
や

逆
回
り
運
行
な
ど
を
実
現
し
一
層
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
バ
ス

車
両
１
台
を
購
入
し
、
５
台
に
よ
る

運
行
体
制
と
し
ま
す
。
新
し
い
ル
ー

ト
・
ダ
イ
ヤ
に
よ
る
運
行
は
、
１０
月

か
ら
開
始
す
る
予
定
で
す
。 

花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
ぎ

ふ
推
進
事
業 

 

８，
２
２
７
万
円 

　
花
の
都
ぎ
ふ
運
動
１５
周
年
と
「
花

フ
ェ
ス
タ
９５
ぎ
ふ
」
の
開
催
か
ら
１０

周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
、

平
成
１７
年
に
「
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０

５
ぎ
ふ
」
が
、
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
現
在
「
世
界

一
の
バ
ラ
園
」
や
「
花
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
な
ど
、
魅
力
あ
る
会
場
造
り

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
は
開
催
地
と
し
て
、
積
極
的
に

支
援
・
参
加
し
、
可
児
市
の
魅
力
を

市
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。 

　
今
年
度
は
、
沿
道
花
飾
り
の
実
施
、 

市
町
村
花
壇
の
参
加
、
広
報
宣
伝
活

動
な
ど
を
実
施
し
、
秋
に
は
市
主
催

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま

す
。 前

立
腺
が
ん
検
診
事
業 

 

５
０
２
万
円 

　
前
立
腺
に
発
生
す
る
が
ん
を
早
期

に
発
見
し
、
治
療
に
結
び
付
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
血
液
の
「
前
立

腺
特
異
抗
原
」
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）
検
査
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
要
指
導

者
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
え
り
分
け
）

し
、
要
精
密
検
査
者
は
確
実
な
受
診

に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。 

　
対
象
者
は
５０
歳
以
上
の
検
診
を
希

望
す
る
男
性
で
、
個
人
負
担
金
は
７

０
０
円
（
老
人
医
療
受
給
者
証
の
交

付
を
受
け
た
人
、
１６
年
度
に
７０
歳
を

迎
え
る
人
、
生
活
保
護
世
帯
の
人
は

無
料
）
で
す
。 

　
本
年
の
６
月
か
ら
８
月
に
検
診
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 

学
校
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業 

 

６
０
３
万
円 

　
現
在
可
茂
地
区
管
内
で
多
発
し
て

い
る
不
審
者
の
声
掛
け
や
、
連
れ
去

り
未
遂
な
ど
の
事
案
に
対
応
す
る
た

め
、
１０
小
学
校
下
に
学
校
安
全
サ
ポ

ー
タ
ー
を
配
置
し
、
学
校
の
安
全
体

制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。 

　
サ
ポ
ー
タ
ー
の
業
務
は
、
校
舎
内

外
の
巡
回
、
来
校
者
の
確
認
や
不
審

者
の
通
報
、
下
校
時
に
お
け
る
安
全

指
導
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
と
連

携
し
た
安
全
体
制
の
確
立
な
ど
で
す
。 

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
対
策
事
業 

 

６
４
２
万
円 

　
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
多
動
障
害
）

や
Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）
な
ど
、
教
育

的
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の

対
応
サ
ポ
ー
タ
ー
を
、
５
人
雇
用
し

ま
す
。
配
置
基
準
は
、
医
師
の
診
断

に
よ
り
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
ま
た
は
Ｌ
Ｄ
で
あ

る
と
認
定
さ
れ
た
児
童
生
徒
で
あ
る 

平
成
１６
年
度
の
主
な
事
業
概
要 

平
成
１６
年
度
の
主
な
事
業
概
要 

こ
と
、
そ
し
て
、
衝
動
性
が
顕
著
で
、

突
発
行
動
に
走
る
こ
と
が
危
ぐ
さ
れ

る
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
ま
す
。 

　
各
学
校
に
お
け
る
校
内
修
学
委
員

会
の
検
討
を
基
に
、
学
校
長
か
ら
配

置
申
請
が
出
た
学
校
に
対
し
、
配
置

基
準
に
照
ら
し
て
、
教
育
委
員
会
が

配
置
を
決
定
し
ま
す
。 

児
童
ク
ラ
ブ
設
備
整
備
事
業 

 

１，
０
４
０
万
円 

　
市
は
、
市
内
全
１０
小
学
校
に
児
童

ク
ラ
ブ
を
開
設
し
、
保
護
者
が
昼
間

家
庭
で
保
育
で
き
な
い
小
学
校
１
年

生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
児
童
を
、
余

裕
教
室
ま
た
は
敷
地
内
に
あ
る
児
童

ク
ラ
ブ
専
用
室
で
保
育
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
東
明
小
学
校
に
お
い
て
、

校
舎
改
築
お
よ
び
少
人
数
指
導
の
実

施
に
伴
い
現
在
児
童
ク
ラ
ブ
室
と
し

て
使
用
し
て
い
る
余
裕
教
室
が
使
え

な
く
な
る
た
め
、
新
た
に
小
学
校
敷

地
内
に
児
童
ク
ラ
ブ
用
建
物
（
鉄
骨

造
り
平
屋
建
て
、
６４
平
方
メ
ー
ト
ル
）

を
建
設
す
る
も
の
で
す
。 

市
史
編
さ
ん
事
業
（
Ⅰ
巻
刊
行
） 

 

３，
２
０
７
万
円 

　
可
児
町
史
発
行
後
の
２０
数
年
間
の

可
児
市
の
急
速
な
発
展
を
、
歴
史
的
、

客
観
的
に
記
録
し
市
史
と
し
て
後
世

に
伝
え
る
と
と
も
に
、
原
始
古
代
か

ら
の
可
児
市
の
歩
み
を
再
度
見
直
し
、

ふ
る
さ
と
を
知
る
材
料
と
す
る
た
め
、

現
在
市
史
編
さ
ん
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
「
可
児
市
史
第
Ⅰ

巻
　
考
古
・
文
化
財
編
」
の
発
行
を

行
い
ま
す
。 

　
第
Ⅰ
巻
は
三
部
構
成
と
な
っ
て
い

ま
す
。
原
始
古
代
の
部
で
は
、
市
内

の
各
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
踏

ま
え
て
旧
石
器
時
代
か
ら
古
墳
時
代

を
記
述
し
、
窯
業
の
部
で
は
、
志
野
、

瀬
戸
黒
、
黄
瀬
戸
、
織
部
な
ど
美
濃

焼
の
一
大
生
産
地
と
し
て
の
可
児
を

明
ら
か
に
し
ま
す
。
ま
た
文
化
財
の

部
で
は
、
指
定
文
化
財
の
紹
介
を
し

ま
す
。 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
活
動
支

援
事
業 

 

１
１
８
万
円 

　
７
月
に
施
行
予
定
の
「
市
民
参
画

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
で
規

程
す
る
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
、

そ
の
地
区
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の

計
画
案
を
作
成
す
る
た
め
の
支
援
を

行
う
も
の
で
す
。 

　
支
援
の
内
容
は
、
①
情
報
の
提
供

＝
各
種
資
料
の
提
供
、
市
職
員
に
よ

る
説
明
　
②
技
術
的
支
援
＝
各
分
野

の
専
門
家
を
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
公
費
で
派
遣
　
③
活
動
費
支
援
＝

報
酬
や
食
料
費
な
ど
を
除
く
必
要
経

費
の
支
援
な
ど
で
す
。 

市民運動公園の完成イメージ図 

紙芝居を楽しむ児童たち（土田小児童クラブ） 

「世界一のバラ園」を中心に、着 と々進む会場準備 

 
 
 （★新規事業） 

 
１．住みやすい快適環境都市をつくる（環境・安全） 
★防災ガイド・避難所運営マニュアル策定事業……２０７万円 
　自主防災組織等育成事業………………………４８０万円 
★木造住宅耐震改修補強工事費補助金…………３００万円 
　コミュニティーバス運営事業（１台増車）………８，４０１万円 
　環境基本計画推進事業…………………………４１９万円 
★市道１２６号線改良事業（交通安全分）……１億２，８８８万円 
　バリアフリー整備事業（西可児駅周辺ほか）…３，４００万円 
 
 
２．魅力ある生活文化都市をつくる（教育・文化） 
　スクールサポート事業…………………………５，７４１万円 
★ＡＤＨＤ対策事業…………………………………６４２万円 
★学校安全サポーター事業…………………………６０３万円 
　ほほえみホットライン学校復帰支援事業…………６２０万円 
　体験学習事業…………………………………１，５００万円 
　市史編さん事業（Ⅰ巻刊行）…………………３，２０７万円 
　文化振興事業…………………………………７，２３０万円 
 
 
３．みんなで支える健康福祉都市をつくる（健康・福祉） 
★前立腺がん検診事業……………………………５０２万円 
★母子家庭自立支援教育訓練助成事業…………１００万円 
　児童手当事業（対象児童拡大）…………５億１，６４１万円 
★児童クラブ設備整備事業………………………１，０４０万円 
　ヘルスアップ推進事業…………………………１，８１２万円 
　宅老所事業運営事業……………………………３７２万円 
 
 
４．豊な活力創造都市をつくる（都市基盤・産業） 
★ＣＳ住民情報システム導入事業………………６，４３３万円 
　ふるさと農道（市道６１号線）整備事業……２億６，９６０万円 
　明智城址駐車場整備事業……………………１，４００万円 
★花フェスタ２００５ぎふ推進事業…………………８，２２７万円 
★市民運動公園整備事業………………………３，４６０万円 
　市道２７号線改良事業……………………２億７，６６３万円 
　雨水排水路整備事業…………………………６，５３０万円 
　可児駅東土地区画整理事業……………９億４，４００万円 
 
 
５．共に育むふれあい交流都市をつくる（行政運営） 
★まちづくり協議会活動支援事業…………………１１８万円 
　市民のまちづくり活動助成事業…………………２１５万円 
　市民公益活動支援事業…………………………５５４万円 
　男女共同参画社会推進事業……………………２５４万円 
　国際交流事業…………………………………１，７６４万円 
　歩行者ネットワーク構想策定事業………………３００万円 
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市
民
意
識
調
査
は
、
本
市
で
は
５
年
に
一

度
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
平
成
１０
年
以
来

の
調
査
と
な
り
ま
し
た
。 

　
調
査
の
方
法
は
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
、

市
内
在
住
の
１６
歳
以
上
の
男
女
３
０
０
０
人

に
、
郵
便
に
よ
り
調
査
表
を
送
付
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
り
、

１
９
８
７
人
（
６６
・
２
％
）
の
人
か
ら
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
調
査
内
容
は
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
施

策
に
対
す
る
満
足
度
や
重
要
度
、
高
齢
化
に

関
す
る
こ
と
、
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

市
政
全
般
に
わ
た
り
、
３４
問
の
７３
項
目
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。 

　「可児市」が「自分のまち」として、愛着や親しみを
「ある程度持っている」「非常に持っている」と答えた
人が８割を超えました。 
　また、約６割を超える人が今後も可児市に住みたいと
答えています。 

　市の施策で市民の満足度で一番高いものが「ごみ収
集体制やリサイクルの推進」、重要度で一番高いもの
が「医療体制の充実」という結果がでました。 

　可児市の将来像として市民が望んでいるのは、「福祉
のまち」が最も多く、続いて「安全なまち」「自然の豊か
なまち」となりました。前回の調査では、「健康・福祉都
市」との答えが最も多くありました。 

市に親しみを持っていますか？市に親しみを持っていますか？

これからも可児市に住みたいですか？これからも可児市に住みたいですか？

可児市がどのようなまちになって
いけばよいですか？
可児市がどのようなまちになって
いけばよいですか？

施策の満足度、重要度について施策の満足度、重要度について

　調査結果は、市のホームページに掲載しています
ので、ほかの項目もご確認ください。 
　また、図書館や市役所の市政資料コーナーでも
閲覧をすることができます。 
ホームページ http//www．city．kani．gifu．jp/ 
●問合先　市政情報課 

調査報告書はホームページで 
ご覧ください 

（1）生活道路の整備 

（2）幹線道路の整備 

（3）高速交通体系の整備促進 

（4）交通安全施設の整備充実 

（5）鉄道・駅の整備充実 

（6）バス路線の整備 

（7）防災対策 

（8）生活環境の整備 

（9）ごみの収集体制やリサイクルの推進 

（10）自然環境の保全 

（11）景観・デザインへの配慮 

（12）墓地・霊園の整備 

（13）憩いの場の整備充実 

（14）スポーツ施設の整備充実 

（15）生涯学習・文化活動の充実 

（16）文化・芸術施設の整備充実 

（17）学校施設の整備充実 

（18）子育て支援の充実 

（19）障害者〔児〕への支援 

（20）高齢者福祉サービスの充実 

（21）保健サービスの充実 

（22）医療体制の充実 

（23）若者の定住化促進 

（24）公営住宅の整備充実 

（25）中心市街地の整備 

（26）農業の振興 

（27）工業の振興 

（28）商業の振興 

（29）コミュニティー施設の充実 

（30）市からの情報提供 

（31）まちづくりへの市民参加 

（32）市民活動への支援 

（33）効率的な行政運営 

高齢者や障害者などが安心して住める 
「福祉のまち」 

買い物に便利で娯楽が楽しめる 
「商業のまち」 

工業などが盛んな「産業のまち」 

情報や通信機能が発達した 
「高度情報化のまち」 

事故や災害、犯罪のない「安全なまち」 

緑豊かで自然に親しめる 
「自然の豊かなまち」 

外国・外国人との交流が活発な 
「国際交流のまち」 

文化・芸術活動が盛んな「文化のまち」 

スポーツ活動など健康づくりが進む 
「健康のまち」 

教育施設が充実し、地域で子どもを育てる 
「教育のまち」 

年齢を問わず生きがいを持つことができる 
「生涯学習のまち」 

道路や下水道などの生活基盤が整備された 
「快適なまち」 

ゴミ問題や地球環境保全に取り組む 
「環境のまち」 

地域のふれあいや連帯感のある 
「あたたかいまち」 

不明・無回答 

ポイント方式について 
　施策を相対的に評価するため、
右の算式により採点しました。 

※重要度についても同様 回答者数 

２点×「満足」＋ １点×「まあ満足」＋ ０点 ×「ふつう」 
＋ ー１点 ×「やや不満」＋ －２点 ×「不満」 

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト

ヒ
ン
ト
が
見
え
ま
す

が
見
え
ま
す
 

ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
が
見
え
ま
す
 

市
は
、
昨
年
の
１０
月
に
市
民
意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
 

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
に
対
す
る
意
向
や
考
え
を
聞
き
、
 

そ
の
結
果
か
ら
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
見
た
可
児
市
の
姿
、
市
民
が
望
む
市
の
将
 

来
像
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
今
後
の
市
政
運
営
や
計
画
策
定
の
資
料
と
し
て
生
か
し
 

て
い
き
ま
す
。
 

こ
こ
で
は
、
内
容
の
一
部
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
 

平
成
１５
年
度
市
民
意
識
調
査
を
実
施
 

平
成
１５
年
度
市
民
意
識
調
査
を
実
施
 

０.０ １０.０ ２０.０ ３０.０ ４０.０ ５０.０（％） 

ずっと住みたい 

どちらかといえば 
住みたい 

どちらともいえない 

どちらかといえば 
住みたくない 

住みたくない 

不明・無回答 

非常に 
持っている 

２２.３％ 

ある程度 
持っている 

５８.１％ 

あまり持って 
いない 

１５.１％ 

持っていない 

３.５％ 

不明・無回答 

１.０％ 

３９.５ 

２５.７ 

２６.４ 

５.７ 

１.７ 

１.１ 

‐０.５ ‐０.２ ０.１ ０.４ ０.７ １.０ １.３ 

０.２４ 

０.８６ 

０.６０ 

０.０３ 

‐０.２８ 

‐０.２９ 

‐０.４５ 

‐０.３１ 
０.３７ 

０.８０ 

０.８５ 

‐０.２１ 

‐０.０１ 

‐０.０６ 

‐０.１８ 

‐０.３５ 

‐０.０５ 

‐０.１６ 

０.６５ 

０.３１ 

０.５２ 

０.１０ 

０.３９ 

０.３４ 

０.４２ 
０.０６ 

０.５５ 

０.８４ 

０.７１ 

０.８４ 

０.７１ 

０.０４ 

０.１６ 

０.０４ 

０.１６ 

０.２４ 

０.８６ 

０.６０ 

‐０.０３ 

‐０.２８ 

‐０.２９ 

‐０.４５ 

‐０.３１ 

‐０.２１ 

‐０.０１ 

‐０.０６ 

‐０.１８ 

‐０.３５ 

‐０.０５ 

‐０.１６ 

‐０.１６ 

‐０.２０ 

‐０.１５ 

‐０.２４ 

‐０.２７ 

‐０.１８ 

０.６１ 

０.７０ 

０.８１ 

０.７２ 
０.０６ 

１.０２ 

０.５５ 

０.１７ 

‐０.１６ 

‐０.２０ 

‐０.１５ 

‐０.２４ 

‐０.２７ 

‐０.１８ 

‐０.３８ 

‐０.１０ 

‐０.０３ 

‐０.１２ 

‐０.０７ 

‐０.０９ 

‐０.２２ 

０.４６ 

０.２５ 

０.３１ 

０.４０ 
０.１１ 

０.０７ 
０.３６ 

０.５３ 

０.２９ 

０.３３ 

０.６１ 

‐０.３８ 

‐０.１０ 

‐０.０３ 

‐０.１２ 

‐０.０７ 

‐０.０９ 

‐０.２２ 

０.３７ 

０.０９ 
０.８０ 

０.６５ 

０.３１ 

０.５２ 

０.１０ 

０.３９ 

０.３４ 

０.４２ 
０.０６ 

０.５５ 

０.６１ 

０.７０ 

０.８１ 

０.７２ 
０.０６ 

１.０２ 

０.５５ 

０.１７ 

０.４６ 

０.２５ 

０.３１ 

０.４０ 
０.１１ 

０.０７ 
０.３６ 

０.５３ 

０.２９ 

０.３３ 

０.６１ 

０.３０ 
０.８５ 

０.９２ ０.９２ 

満足度 重要度 ０.０ ２０.０ ４０.０ ６０.０ ８０.０ ％ 

５９.０ 

１６.１ 

３.５ 

４.１ 

５７.６ 

３７.８ 

３.２ 

７.３ 

９.６ 

８.１ 

２１.３ 

１４.３ 

１２.４ 

２３.４ 

２.３ 
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５
メ
ー
ト
ル 

１０メートル １０メートル ５メートル 

３メートル 

３メートル 

５
メ
ー
ト
ル 

５
メ
ー
ト
ル 

５
メ
ー
ト
ル 

５
メ
ー
ト
ル 

５
メ
ー
ト
ル 

５
メ
ー
ト
ル 

１
メ
ー
ト
ル 

１
メ
ー
ト
ル 

５メートル ５メートル 
交差点内と、その側
端から５メートル以内
は駐停車禁止 

車庫の直
前および
３メートル
以内は駐
車禁止 

消火栓から
５メートル以
内は駐車禁
止 

消火栓から
５メートル以
内は駐車禁
止 

消防用器
具類から
５メートル
以内は駐
車禁止 

二重、三重の
駐停車は禁止 

横断歩道または自転
車横断帯上やその
前後５メートル以内
は駐停車禁止 

道路の左側端に
寄らない駐停車は
禁止 

その他 
踏切、軌道敷内、
勾配の急な坂また
はトンネルは、駐停
車禁止 
安全地帯の左側
部分および、その側
端ならびに踏切の
前後の側端から１０
メートル以内は駐
停車禁止 

坂の頂上付近
駐停車禁止 

バスなどの停留所から 
１０メートル以内は駐停車禁止 

バス停 

一
方
通
行 

３.５メートル未満 

右側駐車は禁止 道路工事区域から５メートル 
以内は駐車禁止 

曲がり角から 
５メートル以内は 
駐停車禁止 

工  事  中 

道路の余地が３.５メートル
未満の場合は駐車禁止 

車
　
　
　
　
庫 

斜めの駐停 
車は禁止 

消防用器具類 

消火栓 

５
メ
ー
ト
ル 

５メートル 

５
メ
ー
ト
ル 

５
メ
ー
ト
ル 

５メートル 

５
メ
ー
ト
ル 

火災報知機火災報知機から 
１メートル以内駐車禁止以内駐車禁止 
火災報知機から 
１メートル以内駐車禁止 

一方通行道路での
右側駐車は禁止 

火災報知機火災報知機 火災報知機 

バ
ス 

法定駐車（駐停車）禁止場所 法定駐車（駐停車）禁止場所 

道
路
に
車
を
捨
て
な
い
で

道
路
に
車
を
捨
て
な
い
で 

 

み
ん
な
で
守
ろ
う

み
ん
な
で
守
ろ
う

駐
車
禁
止
の
ル
ー
ル

駐
車
禁
止
の
ル
ー
ル

や
め
よ
う
！
不
法
占
拠

や
め
よ
う
！
不
法
占
拠

や
め
よ
う
！
不
法
占
拠 

 

　
道
路
の
不
法
占
拠
と
い
う
の
は
、

看
板
や
広
告
塔
、
車
な
ど
を
公
共
の

道
路
に
は
み
だ
し
て
置
き
、
歩
行
者

の
通
行
の
妨
げ
を
す
る
こ
と
で
す
。

「
道
路
」
に
は
、
車
道
の
ほ
か
、
歩

道
や
側
溝
も
含
ま
れ
ま
す
。
具
体
的

な
例
を
左
の
イ
ラ
ス
ト
で
示
し
て
み

ま
し
た
。
あ
な
た
は
道
路
を
「
不
法

占
拠
」
し
て
い
な
い
か
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。 

道
路
に
車
を
捨
て
な
い
で

 

　
最
近
、
道
路
で
あ
っ
て
も
構
わ
ず

車
を
乗
り
捨
て
、
長
期
に
わ
た
り
放

置
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
大

抵
の
場
合
、
持
ち
主
が
分
か
ら
な
い

よ
う
に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
取
り

外
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
道

路
に
放
置
さ
れ
て
い
る
車
が
あ
る
と

き
は
、
土
木
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
運
転
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
れ
ば
違
法
駐
車
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
警
察
署
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
土
木
課 

①側溝部分や歩道部分に看板や広告塔を設置する 
②のぼり旗（広告用などの）が風になびくと側溝や歩道部分に出る 
③駐車スペースに車を入れるとタイヤが側溝にはみだす 
④許可なく上空に飛び出した看板などを設置している 
⑤樹木などが敷地の外に出ている。（特に、雪が積もった重みで、道路上
にはみだし、通行の支障となります） 

⑥ガードレールやガードパイプに広告物を設置している 
⑦プランターなどを家の敷地外の道路上に置く 

普段の生活に欠かすことができない道路。 
しかし、自分勝手な自動車の迷惑駐車や、道路の不法な占拠などに 
より、他の人の通行の妨げになったり、事故の原因となったりして 
います。 
道路はみんなのものです。安全で使いやすい道路とするために、誰 
もがルールを守っていかなければなりません。 

駐
車
禁
止
の
ル
ー
ル 
 

　
駐
車
と
は
車
を
停
止
す
る
こ
と
や
、

運
転
者
が
車
か
ら
離
れ
て
す
ぐ
に
運

転
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
で
、

停
車
と
は
駐
車
に
あ
た
ら
な
い
短
時

間
の
停
止
を
言
い
ま
す
。 

　
駐
車
の
禁
止
に
は
、
指
定
駐
車

（
駐
停
車
）
禁
止
と
法
定
駐
車
（
駐

停
車
）
禁
止
が
あ
り
ま
す
。 

指
定
駐
車
（
駐
停
車
）
禁
止 

　
道
路
交
通
法
上
、
指
定
を
受
け
た

道
路
に
は
、
駐
車
禁
止
や
駐
停
車
禁

止
の
標
識
が
立
て
ら
れ
、
そ
こ
で
の

駐
車
（
駐
停
車
）
は
違
法
と
な
り
ま

す
。 

法
定
駐
車
（
駐
停
車
）
禁
止 

　
駐
停
車
禁
止
や
駐
車
禁
止
で
な
い

道
路
で
も
、
駐
車
（
駐
停
車
）
し
て

は
い
け
な
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。
交

差
点
付
近
、
車
庫
、
消
火
栓
の
そ
ば

に
駐
車
な
ど
、
道
路
交
通
法
に
よ
り
、

禁
止
場
所
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
例
を
上
の
図
に
示
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
自
動
車
の
保
管
場
所
の
確

保
等
に
関
す
る
法
律
（
車
庫
法
）
に

も
、
車
の
駐
車
な
ど
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。 

○
道
路
を
車
庫
替
わ
り
に
使
用
す
る

「
青
空
駐
車
」
の
禁
止
（
３
カ
月

以
下
の
懲
役
ま
た
は
２０
万
円
以
下

の
罰
金
） 

○
道
路
上
の
同
一
の
場
所
に
１２
時
間

以
上
（
夜
間
は
８
時
間
以
上
）
継

続
し
て
駐
車
す
る
「
長
時
間
駐
車
」

の
禁
止 

○
軽
自
動
車
に
も
車
庫
が
必
要 

○
保
管
場
所
標
章
が
表
示
さ
れ
て
い

な
い
車
は
、
運
行
不
可 

○
保
管
場
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、

１５
日
以
内
に
届
出
す
る 

み
ん
な
で
守
ろ
う 

 

　
狭
い
道
路
で
は
、
一
台
の
違
法
駐

車
車
両
が
あ
る
だ
け
で
、
ほ
か
の
車

両
が
通
行
不
能
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
特
に
消
防
車
や
救
急
車
な
ど

の
緊
急
車
両
の
活
動
が
妨
げ
ら
れ
、

人
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
駐
車
車
両
の
直
前
直
後
か

ら
の
横
断
に
よ
る
歩
行
者
事
故
や
、

夜
間
、
二
輪
車
が
駐
停
車
車
両
に
衝

突
す
る
事
故
な
ど
、
違
法
駐
車
は
事

故
発
生
の
危
険
な
環
境
を
つ
く
り
だ

し
て
い
ま
す
。 

　「
ほ
か
の
人
も
停
め
て
い
る
」「
自

分
さ
え
よ
け
れ
ば
」
な
ど
の
自
分
勝

手
な
考
え
が
、
迷
惑
駐
車
の
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
ル

ー
ル
を
守
っ
て
、
迷
惑
駐
車
を
し
な

い
こ
と
で
、
安
全
で
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。 

●
問
合
先
　
可
児
警
察
署 

　
　
　
　
　
　
　
　
u
}
０
１
１
０ 

道路は 道路は 

① 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

② 
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　市では、乳幼児やお年寄りなどに、下表のよう
に医療費助成を行っています。対象となる人は、
内容を確認してください。 
　受給資格のある人で、まだ受給者証の交付申請
をしていない人は、いきいき長寿課へ申請してく
ださい。 
 
助成対象となるもの 
○保険適用内の自己負担額（高額療養費が支給さ
れる場合は自己負担限度額まで） 

○入院時食事療養に係る標準負担額（６９歳老人を

除く） 
 
助成対象とならないもの 
○初診にかかる特定療養費、個室代、検診費用、
文書料などの保険外医療費 
 

変更事項は届け出を 
　次のような場合は、速やかに届け出をしてください。 
○健康保険証に変更があったとき 
○住所変更をしたとき 

 

は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ 

 

　
市
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
、
保

険
外
で
か
か
る
は
り
、
き
ゅ
う
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
術
料
の
一
部
助

成
を
し
て
い
ま
す
。 

　
助
成
を
受
け
た
い
人
は
、
い
き

い
き
長
寿
課
へ
受
療
補
助
券
の
交

付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

      

●
対
象
者
　
７０
歳
以
上
の
人
お
よ

び
６５
歳
以
上
７０
歳
未
満
の
老
人

医
療
受
給
者 

●
助
成
内
容
　
１
枚
１
０
０
０
円

の
補
助
券
を
年
間
６
枚
交
付

（
年
度
途
中
で
申
請
す
る
場
合

は
、
２
カ
月
に
１
枚
の
割
合
で

交
付
） 

●
申
請
に
必
要
な
も
の
　
老
人
医

療
受
給
者
証
ま
た
は
高
齢
受
給

者
証
、
印
鑑 

※
市
が
指
定
す
る
施
術
者
で
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
先
　
い
き
い
き
長
寿
課 

 
 
乳幼児 
 
 
 
 
 
 
重度障害者 
 
 
 
 
 

重度障害老人 
 
 
 

母子家庭など 
 
 
 
父子家庭 
 
 
 
 69歳老人  

小学校就学前の子 
※３歳未満児用の受給者証（藤色）を持っている人には、３歳の誕生月の
末日ころに延長分の受給者証（桜色）を交付します。  

 ① 身体障害者手帳１～３級所持者 
② ６５歳未満の身体障害者手帳４級所持者で本人の前年所得が市民税
均等割以下の人 

③ ６５歳未満の身体障害者手帳４級所持者で戦傷病者手帳（特別項症
～第４項症）所持者 

④ ６５歳以上の身体障害者手帳４級所持者 
⑤ 療育手帳所持者 

老人医療受給者で、次のいずれかに該当する人 
① 身体障害者手帳１～４級所持者 
② 療育手帳所持者 

① １８歳に到達する年度末までの児童（以下、該当児童）を扶養している
配偶者のいない母、および該当児童（配偶者が一定の障害により長
期にわたる労働能力喪失の場合を含む） 

② 父母のいない該当児童 

配偶者のいない父が扶養している該当児童で父の所得が、市が定める所
得制限内の人 

６９歳の人。ただし、次の人は対象になりません 
・本人が市県民税を納めている 
・同じ世帯の誰かが、市県民税を納めている 
・本人が、市県民税を納めている人の健康保険の扶養になっている 

・県内の医療機関では、健康保
険証とともに受給者証を提示
することにより無料 
 
 
・県外の医療機関では、自己負
担額を窓口で支払い、診療を
受けた翌月以降にいきいき長
寿課へ申請する 

・医療機関で自己負担額を支
払い、診療を受けた翌月以降
にいきいき長寿課へ申請する 

種　　　別 助 成 方 法  受 給 資 格 者  

４
月
か
ら
利
用
で
き
る 

　
　
　
　
　
　
区
域
が
広
が
り
ま
す 

医療費助成の内容確認を  医療費助成の内容確認を  

福祉医療制度のお知らせ 

10広報かに 2004.4.1
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不
審
な
業
者
に
ご
注
意 

く
だ
さ
い 

雨
水
貯
留
施
設
で
資
源
の 

有
効
利
用
を 

リ
ト
イ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ン
の 

活
用
を 

 

下
水
道
工
事
は
必
ず 

指
定
店
で 
下
水
道
は
正
し
く
利
用 

し
て
く
だ
さ
い 

　
市
は
、
快
適
な
都
市
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
て
下
水
道
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
月
か
ら
次
の
区
域
で
下

水
道
が
利
用
で
き
ま
す
。 

○
広
見
（
姫
住
、
幸
室
、
高
田
、
影

行
松
、
下
光
山
、
渡
辺
、
仮
都
、

光
山
前
、
迎
田
、
六
反
田
）
の
一

部 

○
石
井
（
八
ケ
尻
）
の
一
部 

○
大
森
（
高
脇
、
大
畑
、
奥
山
、
松

伏
）
の
一
部 

○
緑
（
一
丁
目
〜
七
丁
目
）
の
一
部 

○
菅
刈
（
薬
師
坂
、
梨
ノ
木
、
薬
師

前
）
の
一
部 

○
土
田
（
岡
下
、
大
尻
、
井
ノ
鼻
、

川
脇
、
富
士
ノ
井
）
の
一
部 

○
下
恵
土
（
高
田
、
巾
下
、
北
林
泉
、

下
巾
、
高
嶋
）
の
一
部 

○
今
渡
（
大
東
、
池
下
、
野
間
、
小

豆
田
、
半
之
木
、
金
屋
、
島
之
前
、

上
之
畑
、
中
鳴
子
、
反
目
、
鳴
子
、

三
反
田
、
堀
田
）
の
一
部 

○
中
恵
土
（
助
太
郎
）
の
一
部 

○
緑
ケ
丘
全
域 

下
水
道
は
正
し
く
利
用 

し
て
く
だ
さ
い 

 

　
下
水
道
に
油
や
、
残
飯
な
ど
を
流 

す
と
管
の
中
で
詰
ま
っ
て
し
ま
い
ま 

す
。
台
所
に
目
の
細
か
い
こ
し
網
を

付
け
た
り
、
油
は
新
聞
紙
な
ど
で
吸

い
取
る
な
ど
し
て
、
下
水
道
に
流
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
飲
食
店
な
ど
の
調
理
場
施

設
か
ら
の
排
水
に
つ
い
て
は
、
グ
リ

ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
維
持
管
理
を
適
切 

に
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

下
水
道
工
事
は
必
ず 

指
定
店
で 

 

　
宅
内
排
水
設
備
の
設
置
に
は
相
当

な
技
術
を
要
し
ま
す
の
で
、
市
が
指

定
し
た
「
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工

事
店
」
で
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

指
定
工
事
店
に
は
、
一
定
の
試
験
に

合
格
し
た
技
術
者
が
い
る
の
で
、
粗

悪
工
事
や
不
当
な
工
事
費
の
請
求
が

な
く
、
安
心
し
て
工
事
を
ま
か
せ
ら

れ
ま
す
。 

リ
ト
イ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ン
の 

活
用
を 

 

　
排
水
設
備
を
整
え
る
に
は
、
あ
る

程
度
の
費
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
リ
ト
イ
レ
ッ
ト
・
プ
ラ
ン

（
融
資
の
あ
っ
せ
ん
・
利
子
補
給
）

を
お
勧
め
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
銀
行 

な
ど
か
ら
融
資
を
受
け
ら
れ
、
さ
ら

に
市
が
利
子
の
全
額
を
助
成
す
る
と

い
う
制
度
で
す
。 

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

雨
水
貯
留
施
設
で
資
源
の 

有
効
利
用
を 

 

　
雨
ど
い
か
ら
側
溝
な
ど
へ
そ
の
ま

ま
流
れ
て
し
ま
う
雨
水
。
流
れ
て
し

ま
え
ば
そ
れ
で
終
わ
り
で
す
が
、
散

水
や
洗
車
な
ど
に
使
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
下
水
道
へ
切
り
替
え
て
、
不
要

に
な
っ
た
浄
化
槽
ま
た
は
雨
水
タ
ン

ク
を
利
用
し
、
雨
水
を
貯
め
る
施
設

の
設
置
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す

る
「
雨
水
貯
留
施
設
設
置
補
助
金
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

不
審
な
業
者
に
ご
注
意 

く
だ
さ
い 

 

　
最
近
「
可
児
市
下
水
道
課
か
ら
依 

頼
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
紛
ら
わ
し
い

表
現
で
」
宅
地
内
の
排
水
管
の
清
掃
、

修
繕
な
ど
の
契
約
や
工
事
を
行
っ
た

り
す
る
業
者
が
い
ま
す
。 

　
可
児
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
不
審
に
思
っ
た
と
き
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

※
こ
れ
は
業
者
の
正
当
な
営
業
活
動

　
を
妨
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

●
申
込
・
問
合
先
　
下
水
道
課 

油で詰まった下水道管 

高圧洗浄車で 
清掃作業中 

清掃してきれいになった 
下水道管 

４
月
か
ら

４
月
か
ら
利
用
で
き
る

利
用
で
き
る 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
区
域
が
広
が
り
ま
す

区
域
が
広
が
り
ま
す 

４
月
か
ら
利
用
で
き
る 

　
　
　
　
　
　
区
域
が
広
が
り
ま
す 

医療費助成の内容確認を  

下
水
道
事
業
に
ご
協
力
を 
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毎
年
三
月
下
旬
に
は
満
開
を
迎
え
る
早

咲
き
の
桜
が
、
帷
子
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
彼
岸
の
こ
ろ
に
開
花
す
る
、
い

わ
ゆ
る
彼
岸
桜
で
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
と
い
う

品
種
で
す
。
木
の
寿
命
が
長
い
品
種
で
大

木
に
な
る
も
の
も
多
い
と
か
。 

　
大
木
の
桜
で
有
名
な
の
が
、
旧
根
尾
村
、

現
在
の
本
巣
市
北
部
に
あ
る
淡
墨
桜
。
推

定
樹
齢
千
五
百
年
と
も
い
わ
れ
、
そ
の
名

の
通
り
花
の
色
が
徐
々
に
淡
い
墨
色
に
な

る
そ
う
で
す
。 

　
実
は
、
帷
子
公
民
館
の
彼
岸
桜
は
そ
の

子
孫
で
す
。
平
成
元
年
に
新
し
い
公
民
館

が
開
館
し
た
の
を
記
念
し
て
、
淡
墨
桜
の

苗
を
三
本
植
樹
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
立

派
に
育
ち
、
今
で
は
春
本
番
の
訪
れ
を
い

ち
早
く
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。 

地　図 は、あえて載せません。 
ヒントを手掛かりに探してみてください。 

ヒント 帷子公民館北側の駐車場。その中央と西
側、そして建物寄りにそれぞれ１本ずつ

あります。 

由緒ある早咲きの桜 

う 

す  

ず 

み 

①  

生
ザ
ケ
に
塩
・
コ
シ
ョ
ウ
を
し
て

油
を
ひ
い
た
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
く 

②  

タ
マ
ネ
ギ
を
ス
ラ
イ
ス
し
て
さ
っ

と
炒
め
て
お
く 

③  

皮
を
む
い
て
す
り
お
ろ
し
た
ナ
ガ

イ
モ
に
、
Ａ
の
材
料
を
よ
く
混

ぜ
、
塩
で
味
を
整
え
る 

④  

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
一
口
サ
イ
ズ
に

切
り
、
ゆ
で
て
冷
ま
し
て
お
く 

⑤  

耐
熱
皿
（
グ
ラ
タ
ン
皿
）
に
②
を

敷
き
、
①
と
④
を
乗
せ
る 

⑥  

⑤
の
上
に
③
を
掛
け
、
粉
チ
ー
ズ

を
振
る 

⑦  

オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
で
７
〜
８

分
焼
く 

私の自慢料理 77

生ザケのとろマヨ焼き 

アルミホイルでもでき
ますよ。 

可児陽子さん 
（土田食生活改善推進員） 

作
り
方
 

＜材料＞４人分 生ザケ（８０g程度）……………８切 
塩・コショウ・油………………少々 
タマネギ……………………１５０g 
ナガイモ……………………１５０g マヨネーズ…………大さじ２ 卵黄……………………１個分 

粉チーズ………………………適量 
ブロッコリー…………………１株 

おすすめ 

A
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イ 
ラ 
ス 
ト 

大 
募 
集 

イ 
ラ 
ス 
ト 

大 
募 
集 
あて先 
広見一丁目１番地 広報かに「イラスト係」 

若いモンには負けとれん 36

　
「
学
校
で
の
歴
史
の
勉
強
は
好
き
で
は
な
か

っ
た
」
と
笑
う
大
野
さ
ん
は
、
土
田
歴
史
同
好

会
の
代
表
を
務
め
ま
す
。
祖
先
を
調
べ
た
い
と

の
気
持
ち
か
ら
、
歴
史
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。 

　
「
古
文
書
を
読
ま
な
い
と
歴
史
の
解
明
は
進

ま
な
い
」
と
、
平
成
元
年
か
ら
通
信
教
育
や
市

の
講
座
で
学
び
、
今
で
は
古
文
書
を
解
読
す
る

の
が
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
そ
し
て
「
史
実
を

後
世
に
伝
え
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
旧
木
曽

街
道
沿
い
に
馬
頭
観
音
を
復
元
し
た
り
、
道
標

を
建
て
た
り
す
る
の
に
も
中
心
と
な
っ
て
活
動
。

さ
ら
に
土
田
公
民
館
に
は
「
土
田
小
学
校
々
舎

跡
」
の
碑
を
会
で
建
立
し
ま
し
た
。 

　
「
地
元
の
歴
史
は
具
体
性
が
あ
る
の
で
楽
し

い
」
と
言
い
、
特
に
関
心
が
高
い
の
は
、
土
田

に
ゆ
か
り
の
深
い
「
正
氣
隊
」
や
木
曽
街
道
に

つ
い
て
。
新
し
い
史
料
の
発
見
を
楽
し
み
に
、

今
も
各
地
を
駆
け
巡
っ
て
い
ま
す
。 

史実を後世に伝えたい 
●大野邦雄さん（土田・６６歳） 

短
歌     

可
児
一
郎
　
選

田
口
冬
美
（
今
渡
） 

雨
の
日
を
話
と
て
な
き
老
二
人
背
中

合
わ
せ
て
大
豆
を
選
り
ぬ 

小
池
重
子
（
谷
迫
間
） 

風
唸
る
寒
さ
に
身
構
え
信
号
機
の
赤

を
見
つ
め
て
待
つ
間
の
長
き 

伊
藤
米
子
（
大
森
） 

寒
中
の
大
根
抜
き
に
力
入
れ
パ
リ
ッ

と
音
し
て
割
れ
目
の
走
る 

尾
石
志
づ
子
（
平
貝
戸
） 

パ
ソ
コ
ン
に
眼
鏡
の
奥
を
光
ら
せ
て

八
十
路
の
夫
が
吾
子
に
教
わ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

選
者
詠 

命
と
は
何
処
に
潜
む
や
摩
訶
不
思
議

地
球
も
宇
宙
も
こ
の
我
が
身
に
も 

う
な 

や

そ

じ

 

わ
が 

ま
　
か 

下
田
夢
子
（
み
ず
き
ケ
丘
） 

星
原
萌
（
み
ず
き
ケ
丘
） 

そ
っ
く
ん
（
清
水
ケ
丘
） 

ありがとう 
ございました 

み
な
さ
ん
の 

善
意 

　
次
の
皆
さ
ん
か
ら
浄
財
な
ど
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
） 

●
社
会
福
祉
に 

　
一
可
八
可
、
つ
き
Ｐ
Ｏ
Ｐ
デ
ザ

イ
ン
教
室
、
可
児
福
音
協
会
、

佐
藤
康
行
・
君
代
、
杉
浦
廣
光
、

（
財
）
田
口
福
寿
会
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
Ｌ
ｅ
ｔ
’ｓ
、
小

栗
会
、
喫
茶
コ
テ
ー
ジ
、
三
宅

嗣
雄
、
土
田
小
学
校
児
童
会
、

今
渡
南
小
学
校
児
童
会
、
広
見

小
学
校
児
童
会
、
蕗
の
会
、
幸

の
風
、
サ
ン
シ
ュ
ー
興
産
（
株
） 

●
公
民
館
に 

　
長
瀬
和
子
、
今
渡
自
治
連
合
会 

●
学
校
に 

　
可
児
市
内
郵
便
局 

◎文学を楽しむ会 
　一緒に本を読んだり話し合ったりして、
豊かな時間を過ごしませんか。 
●期日　毎月第３火曜日 
●時間　午前１０時１５分～午後零時１５分 
●場所　図書館本館（広見） 
●会費　年額５,０００円 
●講師　木村康男さん（高校国語教師） 
　　　　生越達美さん（大学教授） 
●連絡先　山住順子さんuÅ０７０６ 
 
◎親子コアラ体操 
　親子一緒に楽しく体操しませんか。 
無料体験もできます。 
●期日　毎月第２・３・４月曜日 
●時間　午前１０時３０分～１１時３０分 
●場所　広見東公民館（瀬田） 
●対象者　未就園児とその保護者 
●会費　月額１,０００円または１,５００円 
●連絡先　松田美佐江さんu~１６８２ 

▲ ▲ ▲ 



第
４
回
可
児
市
環
境
フ
ェ
ス
タ 

日々の暮らしを見つめ直そう 
　２月２８日と２９日、広見公民館ゆとりピアで、
第４回可児市環境フェスタが開催されました。市
民団体、事業所、小中学生や高校生などが普段の
環境への取り組みなどを紹介しました。 
　さまざまな体験コーナーなども設けられ、２日
間で１,６００人が来場し会場は大にぎわい。２１日
に行われたプレイベントで、市民約１,０００人が可
児川で拾い集めたごみの展示も行われました。２
日目の講演会では、日本人初の宇宙飛行士・秋山
豊寛さんが「宇宙船地球号の一員だという意識を
持ち、次世代へと続いていく社会のための環境づ
くりが大切」と話し、訪れた人たちは興味深く聞
き入っていました。 

今
渡
公
民
館
体
育
館
し
ゅ
ん
工
式 

今
渡
公
民
館
体
育
館
し
ゅ
ん
工
式 

地域の触れ合いの場に 
　３月１４日、今渡公民館で体育館しゅん工式
が行われました。地元の皆さんも待ちに待った
体育館の完成。体育室のほか多目的室、小会議
室、炊事室などを備えています。 
　式典で山田市長が「地域のコミュニティーの
場として、最大限に利用してほしい」とあいさ
つ。その後、今渡自治連合会により公民館に和
太鼓９基が贈呈されました。新しいステージの
上では、同公民館で活動している双龍太鼓の皆
さんが力強い太鼓演奏を披露し、完成を祝いま
した。 

第
４
回
可
児
市
環
境
フ
ェ
ス
タ 

おもちゃ病院は家族連れで大繁盛 

環境学習の成果を熱
心に発表 

▲つる細工を体験する子どもたち 

▲完成した体育館 

宇宙と「農」の体験を交え、 
環境と命について話す秋山 
さん 

▲  

▲ 双龍太鼓の皆さん
による大迫力の太
鼓演奏 

14広報かに 2004.4.1
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今
渡
南
小
学
校
　
豆
腐
づ
く
り 

今
渡
南
小
学
校
　
豆
腐
づ
く
り 

お店の豆腐よりおいしいよ！ 
　２月１９日、今渡南小学校３年生が、自分た
ちで育てた大豆を使って豆腐作りに取り組みま
した。先生役は地元を中心とした「子丑会」の
皆さん。手作りの道具を使用して丁寧に教えま
した。 
　児童たちは、大豆の匂いが立ち込める中、や
けどに気を付けながら豆乳を絞ったりし、その
後出来上がった豆腐をみんなで試食。「今まで
食べた中で一番おいしい」「始めは心配だった
けど、ちゃんとできてよかった」とうれしそう
にほお張っていました。 

元気いっぱいにソーラン節を踊る５年生 

新北舎の屋根には太陽光パネルを設置 

手作りの道具で豆乳を絞る児童 

美しい歌声を響かせる出演者の皆さん 

旭
小
学
校
　
北
舎
完
成
を
祝
う 

旭
小
学
校
　
北
舎
完
成
を
祝
う 

新しい北舎さん よろしくね 
　２月２７日、旭小学校の新北舎が完成し、引き
渡し式とお祝い会が開催されました。 
　新しい北舎には、市内の小学校では初めての
太陽光パネルを設置。３０キロワットの発電能力
を持ち、校内で使う電力の３分の１から２分の
１を賄うことができます。北舎内にはモニター
が設置され、いつでも発電状況を知ることがで
きます。 
　児童たちによる「北舎完成おいわい会」では、
５年生がソーラン節を披露。６年生が手作りの
案内看板を紹介しました。１年生から４年生は
「一生懸命掃除をして、大切に使うよ」など、
北舎への思いを大きな声で呼び掛けました。 

第
 １０
回
福
祉
芸
術
祭 

第
 １０
回
福
祉
芸
術
祭 

アイメイトとともに 
　２月２９日、文化創造センターで第１０回福
祉芸術祭が開催されました。 
　今回は、視覚障害者を中心とした合唱団「チ
ームアウローラ」のコンサート。アイメイト（盲
導犬）と一緒に舞台に登場したメンバーの皆
さんが、素晴らしい歌声や演奏を披露しました。 
　また自身の体験を踏まえたトークが繰り広
げられ、「アイメイトがいるから積極的に外
に出られる。家族以上の存在です」と話しま
した。心温まるステージに、訪れた人々は惜
しみない拍手を送っていました。 

ね　うし 
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可
児
高
等
学
校
・
陸
上
自
衛
隊
―――

合
同
演
奏
会
を
開
催

可
児
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
と
陸
上

自
衛
隊
第
１０
音
楽
隊
は
、
合
同
演
奏

会
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ

Ａ
Ｌ

ｉｎ

可
児
」
を
開
催
し
ま

す
。

●
期
日

５
月
９
日
（
日
）

●
時
間

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０

分
（
午
後
零
時
３０
分
開
場
）

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
入
場
料

無
料
（
た
だ
し
整
理
券

が
必
要
）

●
整
理
券
配
布
場
所

市
総
務
課
、

各
連
絡
所

●
問
合
先

自
衛
隊
美
濃
加
茂
事
務

所
（
可
茂
総
合
庁
舎
内
）

u
Y
７
４
９
５

豊
浄
喜
会
――――――――――――――――――

民
踊
ま
つ
り
を
開
催

可
児
市
文
化
協
会
邦
楽
部
豊
浄
喜

会
は
、「
第
２６
回
民
踊
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。

●
期
日

４
月
２５
日
（
日
）

●
時
間

午
前
１０
時
３０
分
（
午
前
９

時
３０
分
開
場
）

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
入
場
料

無
料

●
問
合
先

同
会
の
大
澤
千
恵
子
さ

ん

u
~
０
７
４
６

市
文
化
芸
術
振
興
財
団
――――――――

現
代
ア
ー
ト
を
感
じ
よ
う

市
文
化
芸
術
振
興
財
団
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

坂
口
登
さ
ん
を
迎
え
開
催
す
る
、

「
子
ど
も
現
代
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

現
代
ア
ー
ト
の
世
界
を
心
と
体
で
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日

５
月
５
日
（
祝
）

●
時
間

午
後
１
時
〜
５
時（
予
定
）

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者

小
学
生

●
定
員

３０
人
（
抽
選
）

●
参
加
費

５
０
０
円
（
材
料
費
）

●
申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
学
校

名
、
学
年
、
電
話
番
号
を
電
話

（
u
|
３
３
１
１
）
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
（
‹
|
３
３
１
２
）
で
知
ら

せ
る

●
申
込
締
切

４
月
２１
日
（
水
）

●
申
込
・
問
合
先

同
財
団

●市役所　〒509-0292 広見一丁目1番地
u~1111

図書館は、子育てを楽しくする「わらべ歌」の
講座の参加者を募集します。
●期日 ４月２０日（火）
●時間 午前１０時～１１時
●場所 桜ケ丘公民館
●講師 山川祐子さん（ゆうなの木）
●対象者　幼児とその保護者
●定員 ３０組程度（先着順）
●受講料 無料
●申込期間 ４月８日（木）～１８日（日）
●申込・問合先 同本館u~５１２０、桜ケ丘分館
uÅ３４７３

図書館講座

わらべ歌で子育てをわらべ歌で子育てを

催
し

募
集

３
月
２３
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１０

回
可
児
市
郡
合
併
協
議
会
に
お
い

て
、
可
児
市
郡
合
併
協
議
会
の
解

散
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
可
児
市
、
御
嵩
町
、
兼
山
町

１
市
２
町
の
合
併
協
議
は
終
了
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３
市
町
の
合
併
問
題
に
つ
い
て

は
、
平
成
１４
年
１０
月
２４
日
に
御
嵩

・
兼
山
両
町
長
連
名
で
可
児
市
長

に
「
可
児
市
郡
合
併
協
議
に
つ
い

て
」
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
同
年

１１
月
６
日
に
可
児
市
長
が
両
町
長

あ
て
に
申
し
入
れ
を
受
け
入
れ
る

回
答
を
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
後
、
１４
年
１２
月
か
ら
１５
年

３
月
ま
で
に
、
任
意
の
合
併
検
討

協
議
会
を
５
回
開
催
。
合
併
に
関

す
る
基
本
的
事
項
の
協
議
を
行
う

と
と
も
に
、
法
律
に
基
づ
く
協
議

会
設
置
の
議
会
議
決
を
行
い
ま
し

た
。
１５
年
４
月
１
日
に
は
「
可
児

市
郡
合
併
協
議
会
」が
設
置
さ
れ
、

合
併
に
関
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
協

議
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
合
併
の
方
式
を

「
可
児
市
へ
の
編
入
」
。
合
併
の

期
日
を
「
目
標
期
日
、
平
成
１７
年

２
月
１
日
」。
新
市
の
名
称
を
「
可

児
市
」。
新
市
の
事
務
所
の
位
置

を
「
現
可
児
市
庁
舎
」
と
す
る
こ

と
な
ど
合
併
協
定
項
目
３７
項
目
が

承
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
継
続
協
議
と
な
っ
て

い
た
「
財
産
の
取
り
扱
い
」「
ご

み
収
集
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
そ
の
他

環
境
施
策
事
業
」「
水
道
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
可
児
市
と
御
嵩
町

の
主
張
が
対
立
し
、
３
月
１１
日
に

開
催
さ
れ
た
第
９
回
可
児
市
郡
合

併
協
議
会
で
も
合
意
で
き
ず
協
議

が
決
裂
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
３
月
１５
日
に

行
わ
れ
た
３
市
町
の
首
長
・
議
会

議
長
の
６
者
会
談
で
、
可
児
市
郡

合
併
協
議
会
の
解
散
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
合
併
協
議

の
内
容
や
解
散
に
至
る
経
緯
な
ど

に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
「
広

報
か
に
」
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す
。

●
問
合
先

総
合
政
策
課

可
児
市
郡
合
併
協
議
会
が
解
散

可
児
市
郡
合
併
協
議
会
が
解
散

合
併
問
題
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
―――――――――

体
力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か

市
体
育
連
盟
は
、
ウ
エ
ー
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
場
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
を
利
用
す
る
た
め
の
講
習
会

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時
（
次
の
い
ず
れ
か
１
日
）

●
場
所

市
ウ
エ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
場
（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者

高
校
生
以
上
の
人
（
子

ど
も
連
れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員

各
１５
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物

運
動
服
、
室
内
靴
、
顔

写
真
（
縦
３
㎝
×
横
２
・
５
㎝
）

●
受
講
料

５
０
０
円

●
申
込
開
始
日

４
月
９
日
（
金
）

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
カ
ー
ド
は
有
効
期

限
内
に
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

同
連
盟
事
務
局

u
~
８
６
０
０

か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会
―――

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会
は
、

手
作
り
品
を
展
示
販
売
す
る
「
手
作

り
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
出
店
者
を
募

集
し
ま
す
。

●
期
日

６
月
６
日
（
日
）

●
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
出
品
物

手
作
り
作
品
に
限
る

●
出
店
料

１
ブ
ー
ス
＝
１
２
０
０

円
●
募
集
数

２０
ブ
ー
ス
（
抽
選
）

●
申
込
締
切

４
月
２０
日
（
火
）

●
問
合
先

同
会
の
山
口
さ
ん
　
u

~
１
１
９
３
（
平
日
午
後
７
時
〜

８
時
）

市
社
会
福
祉
協
議
会
―――――――――――

手
話
を
学
び
ま
せ
ん
か

市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
次
の
手

話
講
座
の
受
講
生
を
そ
れ
ぞ
れ
募
集

し
ま
す
。

は
じ
め
て
の
手
話
教
室

▽
期
日

５
月
１７
日
〜
７
月
２６
日
の

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
全
１０

回
）

▽
時
間

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

※
こ
の
教
室
で
は
、
手
話
奉
仕
員
に

な
れ
ま
せ
ん
。

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
編
）

▽
期
日

５
月
１１
日
〜
９
月
２８
日
の

毎
週
火
曜
日
（
全
２１
回
）

▽
時
間

午
後
７
時
３０
分
〜
９
時
３０

分
▽
受
講
資
格

○
手
話
奉
仕
員
と
し

て
活
動
す
る
意
思
が
あ
り
、
１７
年

度
に
開
催
す
る
基
礎
編
も
合
わ
せ

て
受
講
で
き
る
人
　
○
講
座
終
了

以
降
、
手
話
サ
ー
ク
ル
に
入
会
し
、

基
礎
編
開
催
ま
で
継
続
し
て
学
習

が
で
き
る
人

〔
共
通
事
項
〕

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
定
員

各
３０
人
（
抽
選
）

●
受
講
料

各
１
０
０
０
円
を
予
定

●
申
込
締
切

４
月
１３
日
（
火
）

●
申
込
・
問
合
先

同
協
議
会

u
~
１
５
５
５

可
児
市
め
だ
か
の
楽が

っ

校こ
う

―――――――――

川
を
観
察
し
よ
う

可
児
市
め
だ
か
の
楽
校
は
、
水
質

調
査
な
ど
を
す
る
「
矢
戸
川
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

４
月
２９
日
（
祝
）

●
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

●
集
合
場
所

市
役
所
正
面
玄
関

（
現
地
ま
で
送
迎
し
ま
す
）

●
コ
ー
ス

矢
戸
川
上
流
〜
春
里
公

民
館
ま
た
は
可
児
川
苑
（
坂
戸
）

ま
で
の
約
６
㎞

●
参
加
費

無
料

●
定
員

６０
人
（
先
着
順
）

●
申
込
締
切

４
月
１６
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先

環
境
課

ガラス工芸を楽しもう

コース名 

木曜午前 
コース 

金曜午後 
コース 

土曜午前 
コース 

時　　間 

午前 ９ 時３０分 
　　　 ～正午 

午後 １ 時 
　～ ３ 時３０分 

午前 ９ 時３０分 
　　　～正午 

期　　日 

 ６ ／ １０、１７、２４、 
 ７ ／  １ 、 ８ 、１５ 

 ６ ／ １１、１８、２５、 
 ７ ／  ２ 、 ９ 、１６ 

 ６ ／ １２、１９、２６、 
 ７ ／  ３ 、１０、１７ 

わくわく体験館 

ガラス工芸を楽しもう
　ささゆりクリーンパーク・わくわく体験館
は「吹きガラス」と「ステンドグラス」の入
門講座受講生をそれぞれ募集します。　 

●コースと日時 
 （吹きガラス、ステンドグラスとも全６回） 

講 座 名  

 
内 容  
 
各 コ ー ス  
定 員  
受 講 料  
（材料費込み） 

吹きガラス 

基礎的技術を
学び、グラス
などを作る 

 
２人（抽選） 

 
２１，０００円 

ステンドグラス 

ステンドグラス
の技法で鏡を作
る 

 
２０人（抽選） 

 
１８，０００円 

●講座の内容など 

●場所 
わくわく体験館

（塩河） 
●対象者 
　一般成人 
●申込締切 
４月３０日（金） 

●申込・問合先 
同館 uÇ１５１５ 

※吹きガラス受講者は、長袖、長ズボン、ズック 
　靴を着用。 

ステンドグラスの鏡 

期
　
日 

時
　
間 

午
後
７
時
〜
９
時 

午
前
１０
時
〜
正
午 

午
後
７
時
〜
９
時 

午
後
７
時
〜
９
時 

午
前
１０
時
〜
正
午 

５
／
２（
日
） 

１０（
月
） 

１６（
日
） 

２２（
土
） 

２６（
水
） 

水質調査をする参加者（昨年）
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シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
―――――――

受
講
者
を
募
集

か
に
ぱ
そ
こ
ん
く
ら
ぶ
は
、
初
心

者
向
け
に
開
催
す
る
、
暮
ら
し
に
役

立
つ
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
日
時
と
場
所

●
対
象
者

シ
ニ
ア
初
心
者
お
よ
び

一
般
成
人

●
定
員

各
ク
ラ
ス
２０
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料

○
全
３
回
＝
２
０
０
０

円
　
○
全
６
回
＝
３
５
０
０
円

（
教
材
費
を
含
む
）

●
申
込
・
問
合
先

同
く
ら
ぶ
の
渡

辺
肇
さ
ん
　
　
u
Ç
７
３
４
６

グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
研
修
室
―――――――

親
子
体
験
学
園
を
開
催

グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
研
修
室
は
、
土

曜
日
に
親
子
で
農
業
や
自
然
に
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
の
「
土
曜
親
子
体

験
学
園
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日
と
内
容

●
時
間

午
前
１０
時
〜
正
午

●
場
所

グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
研
修
室

（
坂
戸
）

●
対
象
者

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
定
員

各
回
１０
組
２０
人
（
抽
選
）

●
参
加
費

無
料

●
申
込
方
法

「
土
曜
親
子
体
験
学

園
」、
希
望
の
回
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
児
童
の
学
年
と
氏
名
、
保

護
者
の
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
は
が
き
（
〒
５
０
９
‐
０
２

４
１
坂
戸
１
０
２
４
‐
１
）
か
フ

ァ
ク
ス
（
‹
|
０
６
６
７
）
で
グ

リ
ー
ン
テ
ク
ノ
研
修
室
に
送
る

●
申
込
締
切

４
月
２２
日
（
木
）

●
問
合
先

同
研
修
室u

~
３
９
２
２

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
―――――

減
免
申
請
は
４
月
２３
日
ま
で

市
は
、
固
定
資
産
税
の
課
税
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
資
産
が
災
害
な
ど

で
価
格
が
著
し
く
減
少
し
た
場
合
や
、

生
活
が
著
し
く
困
窮
し
て
い
る
場
合

な
ど
の
救
済
処
置
と
し
て
、
徴
収
猶

予
や
納
期
限
の
延
期
、
減
免
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
減
免
に

つ
い
て
は
事
由
に
よ
り
そ
の
範
囲
が

変
わ
り
ま
す
。

減
免
申
請
書
は
４
月
２３
日
（
金
）

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

税
務
課

パソコン初歩
の初歩 

インターネット 

電子メール 

名刺を作ろう 

表計算 

KP1  
I P 1  
K I 1  
I I 1  
KD1  
I D 1  
KW1 
I W 1  
I E 1

午後１時～３時 
午前１０時～正午 
午後１時～３時 
午前１０時～正午 
午後３時３０～５時３０分 
午後１時～３時 
午後７時～９時 
午後３時３０～５時３０分 
午後７時～９時 

帷子公民館 
今渡公民館 
帷子公民館 
今渡公民館 
帷子公民館 
今渡公民館 
帷子公民館 
今渡公民館 
今渡公民館 

○ 
 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

 
○ 
 
 
 
○ 
 
○ 
○ 

 
○ 
○ 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

 
○ 
○ 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
 

 

講 座 名 クラス 時　　間 場　　所 ４／２４ （土） 
５／８ 
（土） 

５／２９ 
（土） 

６／５ 
（土） 

６／１２ 
（土） 

６／１９ 
（土） 

６／２６ 
（土） 

※会場の都合により、多少の時間変更をすることがあります。 

期
　
日 
回 

内
　
容 

５
／
８（
土
） 

２２（
土
） 

６
／
１２（
土
） 

１
 

２
 

３
 

お
い
し
い
新
茶
を
摘
ん

で
飲
も
う 

ハ
ン
キ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ

ト
を
つ
く
ろ
う 

育
て
よ
う
野
菜
と
果
物 

まちづくり活動助成金
前期の助成事業を募集  
　市では、市民の皆さんの自主的、主体的で創意工夫にあふれたまちづくり
活動に対して、次のとおり助成を行います。なお今年度から、前期、後期の
２回に分けて募集します。 

スタート部門 活動部門 

可児市を中心として活動している５人以上の団体。ただし、政治、宗教、
営利を目的とする団体は除く 

部 門  

対 象 者  
 
 
 
対象となる
活 動  
 
 
対象となる
経 費  

 

助 成 額  
 

交 付 回 数  
 
審 査  
 
 
応 募 方 法  
 
応 募 締 切  

そ の 他  

これからまちづくり活動を始めよ
うとする団体が行う調査・研究活
動 

７月から来年３月末までに行う活動 
※国、県または市から他の助成を受けている活動や政治、宗教、営利を
目的とする活動などは対象としません。 

５月３１日（月） 

活動に要する直接経費（会場使用料、講師謝礼、材料費、印刷費など）。
ただし、団体の経常的な運営経費は対象としません 

まちづくり活動助成審査委員会による審査結果をもとに助成額を決定。審
査は書類審査と、応募者自ら活動計画について発表してもらう企画発表会
により実施（企画発表会は６月に開催予定） 

所定の申請書を市役所１階のまちづくり推進課に提出。募集要項と申請書
は、まちづくり推進課、各連絡所・公民館に設置するほか、市のホームペ
ージからダウンロードも可 

後期募集は、１０月から来年３月まで行う活動を対象に、７～８月に募集
予定 

●申込・問合先　まちづくり推進課 

申請総額が予算額を超える場合は、申請額により案分して助成。審査の結
果によっては、助成できない場合あり 

可児市を中心として行う創意工夫
にあふれた活動 

対象経費の２分の１以内
（上限５万円） 

対象経費の２分の１以内
（上限１０万円） 

一団体につき連続２回まで 同一の活動につき通算３回まで 

案
内

４月の税金 

※４月３０日までに納めましょう。 

固定資産税 

都市計画税 
１期 



19 広報かに 2004.4.1

東
海
財
務
局
岐
阜
財
務
事
務
所
―――

国
有
財
産
売
却
の
お
知
ら
せ

東
海
財
務
局
岐
阜
財
務
事
務
所
は
、

国
有
地
の
売
却
を
し
ま
す
。

●
売
却
物
件

中
恵
土
字
助
太
郎
２

３
７
１
番
４
１
２
（
現
況
地
目
＝

宅
地
）
２
３
３
・
４
０
㎡

●
売
却
方
法

一
般
競
争
入
札
（
期

間
入
札
）
に
よ
る
売
却
（
原
則
郵

便
に
よ
り
、
東
海
財
務
局
で
受
け

付
け
。
岐
阜
財
務
事
務
所
で
は
受

け
付
け
し
ま
せ
ん
）

●
公
示
日

３
月
１８
日
（
木
）

※
公
示
日
以
降
に
「
入
札
の
し
お
り
」

を
配
布
し
ま
す
。

●
入
札
受
付
期
間

４
月
２
日
（
金
）

〜
１２
日
（
月
）
午
後
５
時
必
着

●
開
札
日

４
月
１９
日
（
月
）

●
問
合
先

岐
阜
財
務
事
務
所
入
札

担
当

u
０
５
８
（
２
４
７
）
４

２
５
２

ボ
カ
シ
と
容
器
の
購
入
に
補
助
―――

生
ご
み
の
有
効
利
用
を

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
は
、
生
ご
み
を
た
い

肥
化
す
る
発
酵
促
進
剤
で
す
。
平
成

４
年
以
降
、
市
役
所
と
各
連
絡
所
で

販
売
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
家
庭
生
ご
み
を
有
効
利
用
し

て
も
ら
う
た
め
、
次
の
支
援
制
度
を

行
い
ま
す
。

○
市
役
所
と
連
絡
所
で
、
Ｅ
Ｍ
ボ
カ

シ
１
袋
（
６
０
０
ｇ
）
２
０
０
円

で
販
売
し
て
き
た
も
の
を
、
１
０

０
円
で
販
売

○
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
で
の
生
ご
み
た
い
肥

化
に
欠
か
せ
な
い
、
密
閉
式
生
ご

み
た
い
肥
化
容
器
を
購
入
し
た
人

に
半
額
の
補
助
金
を
交
付
（
１
０

０
円
以
下
切
り
捨
て
。
１
基
に
つ

き
上
限
１
０
０
０
円
。
２
基
ま
で
）

な
お
、
自
治
会
お
よ
び
市
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
で
地
区
指
定
制
で
行
っ

て
き
た
、
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
で
の
家
庭
生

ご
み
有
効
利
用
推
進
事
業
「
生
ご
み

減
量
化
モ
デ
ル
事
業
」
は
３
月
３１
日

で
終
了
し
ま
し
た
。

●
問
合
先

環
境
課

密閉式生ごみたい
肥化容器（例）

EMボカシ

４月のごみ・リサイクル資源収集日 

収 集 地 区 
缶 

ペットボトル 
トレー資源 

金物類 
粗大ごみ 

中恵土・下恵土・禅台寺・徳野南・ 
平貝戸・明智・石森・石井 

今渡・土田 

菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・ 
若葉台・虹ケ丘 

東帷子・愛岐ケ丘・長坂・ 
光陽台・長洞・帷子新町 

川合・川合北・谷迫間・清水ケ丘・ 
日本ランド・美里ケ丘・坂戸・矢戸・ 
塩・塩河・室原・坂戸台 

久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・ 
羽生ケ丘・瀬田・柿田・しらさぎ・ 
渕之上 

下切・北姫ニュータウン・ 
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・広見 

桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・小滝苑・ 
柿下・大森・松伏・大森台・星見台 

２８ 
（水） 

２２ 
（木） 

１２ 
（月） 

１５ 
（木） 

２１ 
（水） 

１３ 
（火） 

１６ 
（金） 

２３ 
（金） 

２１ 
（水） 

１５ 
（木） 

１９ 
（月） 

２２ 
（木） 

２８ 
（水） 

２０ 
（火） 

２３ 
（金） 

３０ 
（金） 

期 日  

回収団体 

回収品目 

収集時間 
場 所  

資源集団回収にご協力を 
４月２５日（日） 

可児市生活学校 

瓶、缶、ペットボトル、 
トレー、発泡スチロール、紙類 
（新聞と広告は別に分ける） 

午前９時～１１時の間に 
総合会館分室駐車場 
（ＪＲ可児駅西）へ 

例
年
春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、

林
野
火
災
が
全
国
で
多
発
し
て
い

ま
す
。
可
児
市
で
も
、
昭
和
６２
年

４
月
１９
日
に
発
生
し
た
鳩
吹
山
火

災
は
、
３
日
間
に
わ
た
っ
て
燃
え

広
が
り
、
９０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
焼
失

し
ま
し
た
。
ま
た
平
成
１４
年
４
月

５
日
、
岐
阜
市
か
ら
各
務
原
市
に

か
け
て
発
生
し
た
林
野
火
災
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

林
野
火
災
は
、
市
街
地
で
の
火

災
と
は
異
な
り
、
い
っ
た
ん
発
生

す
る
と
、
消
防
水
利
の
不
足
や
道

路
状
況
が
良
く
な
い
な
ど
の
地
理

的
、
地
形
的
条
件
か
ら
焼
失
面
積

が
広
範
囲
に
及
ぶ
危
険
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

ま
た
、
貴
重
な
環
境
資
源
で
あ

る
森
林
は
、
一
度
焼
失
す
る
と
再

生
す
る
ま
で
に
多
く
の
年
月
を
要

す
る
だ
け
で
な
く
、
保
水
能
力
の

低
下
か
ら
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
崩

れ
な
ど
の
災
害
も
誘
発
し
ま
す
。

暖
か
く
な
る
と
、
休
日
な
ど
に

人
が
山
に
入
る
機
会
が
多
く
な
り
、

た
き
火
、
た
ば
こ
の
火
、
火
遊
び

な
ど
の
失
火
に
よ
る
火
災
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
登
山
な
ど

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ド
ラ
イ

ブ
で
入
山
す
る
人
は
、
た
ば
こ
の

投
げ
捨
て
を
し
な
い
な
ど
、
マ
ナ

ー
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
林

野
周
辺
で
火
を
使
う
場
合
は
、
気

象
条
件
、
周
囲
の
可
燃
物
の
状
況

に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
近
く
に

消
火
用
の
水
を
用
意
し
、
火
か
ら

離
れ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
十

分
な
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

林
野
火
災
の
大
部
分
は
、
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
注
意
で
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
貴
重
な
人
命
や

財
産
、
自
然
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
、
林
野
で
の
火
気
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先

総
務
課

林
野
火
災
を
出
さ
な
い
た
め
に

林
野
火
災
を
出
さ
な
い
た
め
に

ヘリコプターによる消火活動（鳩吹山）

空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
季
節
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保　健 保　健 

相　談 相　談 

 
 
 
 
３種・２種混合（初回・追加） 
●期日と場所　○４月１３日（火）＝ 
土田公民館　○４月２０日（火）＝ 
広見東公民館　●受付時間　２時～ 
２時３０分　●対象者　生後５カ月 
以上９０カ月未満　○３種＝百日ぜ 
きにかかったことのない子（３～８ 
週間の間隔で３回接種）　○２種＝ 
百日ぜきにかかったことのある子  
（４～６週間の間隔で２回接種 ） 
※初回終了後１年～１年半の間隔で 
追加接種を受けてください。 
 
ポリオ 
●期日　４月１５日（木）　●受付時 
間　２時～２時３０分　●場所　今 
渡公民館　●対象者　投与日を基準 
として、生後３カ月から９０カ月まで 
の乳幼児で、未投与者と１回投与済 
者　※生後３カ月を過ぎたら、でき 
るだけ早く投与を受けてください。 
また２回目投与は、１回目との間隔  
を６週間以上空けてください。 
 
乳児健康診査・ツベルクリン 
●期日　４月２１日（水）　●受付時 
間　１時～１時１５分　●場所　保 
健センター　●対象者　１５年１２月 
１日～１５日生まれ 
 
離乳食モグモグ教室 
●期日　４月２７日（火）　●受付時 
間　９時４５分～１０時　●場所　総 
合会館（市役所向かい）　●対象者 
離乳中期以降の子どもを持つ人  
●持ち物　エプロン、三角きん、手ふき 
●申込締切　４月２０日（火）　●申込先 
健康増進課 

 
１歳６カ月児健康診査  
●期日　４月１９日（月）　●受付時間 
１時～１時１５分　●場所　保健セン 
ター　●対象者　１４年９月１６日～ 
３０日生まれ 
 
３歳児健康診査  
●期日　４月１４日（水）　●受付時 
間　１時～１時１５分　●場所　保 
健センター　●対象者　１３年３月 
１６日～３１日生まれ 
 
こども歯みがき相談  
●期日　４月１３日（火）　●受付時 
間　１時２０分～２時　●場所　保健 
センター　●対象者　１３年１２月生 
まれ　●内容　歯科健診、染め出し、 
ブラッシング指導、おやつ指導　●持 
ち物　母子手帳、エプロン、タオル、 
歯ブラシ、手鏡、コップ　●申込先  
健康増進課（前日までに） 
 
こども相談 
●期日　４月１５日（木）　●受付時 
間　９時～１０時３０分　●場所　保健 
センター　●対象者　乳幼児を持  
つ人 
 
成人健康相談 
●期日　４月１２日（月）　●受付時 
間　９時３０分～１１時　●場所　保 
健センター　●対象者　一般成人 
●内容　○健康相談（血圧測定、検尿、
体脂肪率測定）　○栄養相談（家庭の 
みそ汁の塩分測定）　○歯科相談 
 
献血  
●期日　４月２１日（水）　●時間と 
場所　○９時３０分～正午＝ＪＡめぐ 
みの広見支店　○１時３０分～４時＝ 
農業大学校（坂戸） 

 
母子健康手帳交付 
●期日　毎週金曜日　●受付時間  
９時１５分～９時３０分　●場所　保 
健センター 
 
あこがれママ教室 
●期日　３課＝４月１６日（金）　●受 
付時間　９時２０分～９時３０分　●場 
所　保健センター　●内容　臨月か 
らお産、乳房の手当て  
 
離乳食相談 
●期日　４月２１日（水）　●受付時 
間　２時～２時１５分　●場所　保 
健センター　●対象者　離乳期の乳 
児を持つ人 
 
元気はつらつ講話 
●期日と場所　○４月１６日（金）＝ 
福寿苑（大森）　○４月２３日（金） 
＝可児川苑（坂戸）　●受付時間  
１０時～１０時４０分　●対象者　６０ 
歳以上の人　●内容　高齢者の運動 
 
心の健康相談 
●期日　４月２０日（火）　●受付時 
間　１時３０分～３時３０分　●場所  
保健センター　●相談内容　不眠、 
不安、憂うつ、乱暴する、酒による 
悩みなど　●相談員　専門医師、保 
健師　●申込先　健康増進課（前日 
までに）　※本人、家族、知人など、 
どなたからの相談も受け付けます。 

 
 
 
 
法律相談 
●期日　４月２０日（火）　●時間  
１時～４時（受け付けは２時まで） 
●場所　福祉センター（今渡）　●問 
合先　まちづくり推進課  
 
国税の出張相談 
●期日　４月２２日（木）　●時間  
１０時～３時　●場所　市役所１階相 
談室　●問合先　税務課 

 
生涯楽習相談 
●期日と場所　○４月１１日（日） 
＝文化創造センター（下恵土）　○４ 
月１９日（月）＝市役所１階相談室  
●時間　１時～４時　※子どもボ 
ランティア相談も受け付けます。　●問 
合先　生涯学習課 
 
心配ごと相談 
●期日　毎週火曜日　●時間　１時 
～４時　●場所　福祉センター　●問 
合先　市社会福祉協議会　u~
１５５５ 

 
住宅（建築）相談 
●期日　４月１６日（金）　●時間  
１時～４時　●場所　市役所１階相 
談室　※耐震、住宅性能表示制度、 
保証制度の相談も受け付けます。 
●問合先　建築指導課 
 
ことば・発達相談 
●日時　平日の３時３０分～４時３０分 
に電話で受け付け、調整　●場所  
養護訓練センター（可児警察署西） 
●申込・問合先　同センター　u|  
０２５５ 

　乳児健診・１歳６カ月児健診・３歳児
健診と保健センターで行われる予防接
種の番号札は、午前８時３０分から受
付に用意しています。番号札を利用す
る場合は、母子健康手帳を持参の上、
お越しください。 
●問合先　健康増進課 
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あ
て
先
：
広
見

一
丁目１番地広報かに「

みん
な

の
え
が
お
係
」

http://www.tosyokan.kani.gifu.jp/

本 館  
帷 子 分 館  
桜 ケ 丘 分 館  

u~５１２０
uÇ８５３０
uÅ３４７３ 

可 児 市 の人 口と世 帯  
（ ３月１日現在） 

●人　口……９８,０５８人 
（男４８,８０９人、女４９,２４９人） 

（先月より８２人増、 
昨年同月より１,３１６人増） 

●世帯数…３４,２０１世帯 

展示のご案内 

旅の気分を味わう旅行記  
 
　連休を前に、旅行の計画を立てている人も
多いことでしょう。本を参考にしてみては。 
 
『有元葉子の旅というレッスン』有元葉子著（筑
摩書房）：旅は自分を磨くための楽しいレッ
スンです。ホテル選びのこつや行動範囲を広げ
る方法など、優雅な旅の極意を伝授します。 
 
『ＪＡＬ機の懲りない人たち　高度一万メート
ルのレッドカード！』伊集院憲弘著（講談社）：
会社が隠しておきたかった乗客乗務員の機内ト
ラブルを、元ベテラン客室マネジャーが打ち明
けました。こんなお客にならないように。 
 
『５２％調子のいい旅』宮田珠己著（旅行人）：
アムステルダムから近所の散歩、原子炉訪問か
ら三宅島一周まで、旅をしながら考察していま
す。肩の力を抜いて読めるエッセイ集です。 
 
『手紙の行方　チリ』山口智子著・写真（ロッ
キング・オン）：テレビドラマから遠ざかって
はや７年。女優の山口智子さんが、南北４,０００
ｋｍを超える南米チリを縦断しながらしたため
た文やイラスト・写真を集めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
●日時と場所　○本館＝毎週土曜日午後
２時～、第２・４木曜日午前１１時～（幼
児向け）　○帷子分館＝毎週土曜日午
後２時～、第２・４木曜日午前１０時
３０分～（幼児向け）　○桜ケ丘分館＝
毎週土曜日午前１０時３０分～ 

●内容　絵本の読み聞かせ、お話、紙芝
居、本の紹介など 

 
 
 
４月５日（月）、１２日（月）、１９日（月）、２６日（月）、 
　 ２９日（祝）、３０日（金） 
５月３日（祝）～６日（木）　 
 
   ※４月３０日（金）は館内整理日です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「『どんちゃんぐりちゃん』絵本原画」展 
４月１５日（木）まで（本館） 

●「よみきかせに向く絵本」展 
４月１７日（土）～５月２日（日）（本館） 

●「可児の古今写真」展 
４月２８日（水）まで（帷子分館） 

●「子どもと大人の情報誌『ランタン』」展 
４月２８日（水）まで（桜ケ丘分館） 
 

休館日 

月　日 場　　所 時　間 

移動図書館 
ひまわり号巡回予定表 

 

４／１３ 
（火） 
 
 
１４ 
（水） 
 

１６ 
（金） 
 
 
２０ 
（火） 
 
 

２１ 
（水） 
 

可 児 川 苑  

日 本 ラ ンド公民館  

ふれあいセンター長坂 

帷 子 小 学 校  

愛岐ケ丘五丁目公園 

愛 岐 ケ丘中央公園  

春 里 小 学 校  

奥山台あすなろ公園 

松 伏 団 地  

旭 小 学 校  

旧 姫 治 連 絡 所 南  

今 公 民 館  

清 水 ケ 丘 集 会 所  

南 帷 子 小 学 校  

柿 下 公 民 館  

緑ケ丘二丁目バス停 

羽 生 ケ 丘 公 民 館  

東 明 小 学 校  

1:30～2:00 

2:10～2:30 

2:50～3:30 

3:40～4:30 

2:10～2:40 

2:50～3:30 

3:45～4:30 

1:30～2:05 

2:20～2:50 

3:10～4:30 

1:30～2:00 

2:10～2:40 

2:55～3:30 

3:45～4:30 

1:30～2:00 

2:10～2:50 

3:05～3:35 

3:45～4:30

三浦だいじゅく
ん（１歳・下恵土

） 宮地ことかちゃん（２歳・徳野南） 米田かずとくん（１歳・緑） 



広報かには古紙配合率１００％･白色度８０％再生紙を使用し、  
地球に優しい大豆油１００％のインキで印刷されています。 

編集・発行／可児市役所  〒５０９-０２９２  岐阜県可児市広見一丁目１番地 
u （０５７４）~１１１１　FAX （０５７４）}０３４５　URL  http://www.city.kani.gifu.jp/

マイタウン 番組案内 
ケーブルテレビ可児７ch放送 ケーブルテレビ可児７ch放送 

VOC成分 
　 ゼロ 

●放送時間　土・日曜日（７：３０・１２：３０・１４：００・２０：００・２２：００） 
　　　　　　月～金曜日（７：３０・１２：３０・２０：００・２２：００） 

※番組の内容や時間は変更することがあります。 
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●戦争の記憶を訪ねて（４） 

★シリーズ：図書館だより 

　あの戦争から６０年ほどの年が過ぎまし
た。市内の戦争体験者の話を聞く特集の４回
目は、実際に海軍の航空機に乗っていた人の
体験談などを聞く予定です。 

　３月２９・３０日に行われた市ＶＹＳ主催
のジュニアリーダー交流会の模様をお伝えし
ます。各地のリーダーたちとの交流を通し
て、何かを得ることができたのでしょうか。 

●うるおいライフ 

★シリーズ：学校めぐり 

●新年度のまちづくり 
　～平成１６年度予算～ 

★シリーズ：市役所の豆知識 

　可児市の平成１６年度予算の概要を紹介
します。新年度には、どんな施策や事業があ
るのでしょうか。 

●歩道橋のある景色 

★シリーズ：好きなのはカニダー 

　歩行者の利用する歩道橋。市内にはどんな
ものがあり、どんな景色が見えるのでしょう
か。歩行者はもちろん、いつもは車の運転ば
かりという人もご覧ください。 

４／３ 

９ 
〜 

４／１０ 

１６ 
〜 

４／１７ 

２３ 
〜 
４／２４ 

３０ 
〜 

公園の木陰一面に咲く諸葛菜（ムラサキダイコン、ムラサキハナナ
ともいう）の花。さわやかな風を受け、さざ波のように揺れていま
す。豊富なみつを求めてハチたちも集まってきます。 

（川合） 

紫色の小さな花たち 
しょ    かつ   さい 

表　紙　の　人 

鈴木太郎君 
　今年の２月、漢字検定

１級に小学生としては史

上初の合格。国語の先生

でも困難といわれる試験

に合格したことが「今ま

でで一番うれしかった」とか。一昨年も、同検定

の準１級に史上最年少（１０歳）で合格している

という漢字の達人です。 

　文字への好奇心は、１歳半ごろにひらがなを覚

えたことに始まります。５歳の時には小学生用の

漢字辞典を読みこなし、小学１年生の時の日記

は、すでに大人並みに漢字交じりの文章でした。 

　その興味は漢字以外に歴史・科学・地理・工作

など多方面に向けられています。「彼にとって、

勉強は趣味であり遊びなんです」というお母さん

の言葉に、目を輝かせてうなずいていました。 

 

　
牛
海
綿
状
脳
症
、
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
が
、
我
々
の
食

生
活
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。
肉

類
に
限
ら
ず
、
野
菜
や
魚
類
へ

の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
蓄
積
な

ど
と
聞
く
と
、
こ
れ
ま
で
の
人

間
の
営
み
へ
の
、
し
っ
ぺ
返
し

の
よ
う
な
気
が
し
て
き
ま
す
。 

　
環
境
フ
ェ
ス
タ
で
講
演
を
さ

れ
た
秋
山
豊
寛
さ
ん
は
「
生
き

る
こ
と
は
食
べ
る
こ
と
、
食
べ

る
こ
と
は
（
作
物
を
）
作
る
こ

と
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
私
に
で
き
る
こ
と
は
、
改

め
て
「
自
然
の
恵
み
」
と
い
う

言
葉
を
思
い
起
こ
し
、
食
物
へ

の
感
謝
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
食

す
る
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。

つ
い
で
に
、
淡
い
減
量
の
期
待

を
込
め
て
、
質
素
に
。
（
山
） 


